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NY マーケットレポート（2016 年 5 月 5 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数が、予想以上に悪化したことから、ドルが主要通貨に対して軟調な動き

となった。そして、原油価格が 1 ドル以上の上昇となったことや、安倍首相がロンドンでの会見で、急速な為替変動に懸念を示

したこともあり、円売りが優勢となった。その後は、米当局者の発言が相次いだことから、週末に控える米雇用統計の結果を見

極めたいとの思惑も強まり、ドル円・クロス円は終盤まで小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 107.17  ユーロ/円 122.50  ユーロ/ドル 1.1432 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6113.43 +1.41 
ダウ 

先物ミニ 
17640 +59 

仏 CAC40 4321.35 -2.88 
S&P 

500 ミニ 
2054.75 +7.75 

独 DAX 9835.15 +6.90 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4326.25 +16.50 

出所：SBILM 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 27.4万件（予想 26.0万件・前回 25.7 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 212.1万人（予想 212.8 万人・前回 212.9 万人） 

前回発表の 213.0万人から 212.9万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4 週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

16/04/30・・・274,000・・・+17,000・・・258,000・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

16/04/23・・・257,000・・・ +9,000・・・256,000・・・・2,121,000・・・・1.5％ 

16/04/16・・・248,000・・・ -5,000・・・260,750・・・・2,129,000・・・・1.6％ 

16/04/09・・・253,000・・・-13,000・・・265,000・・・・2,135,000・・・・1.6％ 

16/04/02・・・266,000・・・-10,000・・・266,500・・・・2,176,000・・・・1.6％ 

16/03/26・・・276,000・・・+11,000・・・263,250・・・・2,189,000・・・・1.6％ 

16/03/19・・・265,000・・・ +6,000・・・259,750・・・・2,172,000・・・・1.6％ 

16/03/12・・・259,000・・・ +6,000・・・259,500・・・・2,180,000・・・・1.6％ 

16/03/05・・・253,000・・・ -9,000・・・259,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

16/02/27・・・262,000・・・ -2,000・・・261,250・・・・2,198,000・・・・1.6％ 

16/02/20・・・264,000・・・ +4,000・・・267,250・・・・2,231,000・・・・1.6％ 

16/02/13・・・260,000・・・ +1,000・・・270,000・・・・2,233,000・・・・1.6％ 

16/02/06・・・259,000・・・-27,000・・・277,750・・・・2,249,000・・・・1.7％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月カナダ住宅建設許可（前月比） -7.0％（予想 -4.8%・前回 15.3%） 

前回発表の 15.5％から 15.3％に修正 
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出所：Bloomberg 

 

 

22：20 

≪ 要人発言 ≫ 

安倍首相～会見 

 

・「欧州の G7諸国歴訪で使命感と責任感を共有できた」 

・「原油価格下落は新興国経済に大きな打撃」 

・「世界経済の不透明さ増している」 

・「世界経済は下方リスクと脆弱性高まっている」 

 

・「G7は政策協調へのメッセージを」 

・「財政政策において機動的対応強く求められている」 

・「世界経済のリスク顕在化する前に行動を」 

・「G7に求められているのは行動」 

 

・「為替の急激な変動は望ましくない」 

・「為替の安定が重要と仏大統領、独首相と一致」 

・「足元の為替市場で急激で投機的な動きが見られている」 

・「伊勢志摩サミットでも必要に応じて為替についても議論」 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17691.26 +40.00 

ナスダック 4740.16 +14.52 

出所：SBILM 
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≪海外の話題≫ 

 

オーストラリアのモリソン財務相は、9 月に退任する豪中銀のグレン・スティーブンス総裁の後任にフィリップ・ロウ副総裁が就くと

発表した。財務相は声明で「ロウ氏は 2012 年から豪中銀副総裁を務め、豪中銀における 30 年のキャリアの中で多数の分析部門を率い

たほか、金融政策の運営に関連した幅広い問題について著作があり、豊富な知識と経験を総裁として役立ててくれるだろう」とした。

ロウ氏の総裁就任は大方の予想通り。 

 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前日までの続落により割安感が出た銘柄や、原油相場の上昇を好感し、石油関連企業の株が買われたことから主要

株価は堅調な動きとなった。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米失業保険申請件数は、前週比+1.7 万件の 27.4 万人と 2 週連続で増加し、3 月 26 日までの週以来の高水準となった。ただ、節目とな

る 30 万人は 61 週連続で下回っており、1973年以来の連続となった。申請件数の 4週移動平均は、前週比+0.2万件の 25.8 万件。また、

集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-0.8 万人の 212.1 万人と 4 週連続で減少し、2000 年 11 月 4 日までの週以来の低い

水準となった。受給者総数の 4 週移動平均は、前週比-1.7 万人の 214 万 250 人で、2000 年 11 月 11 日までの週以来の低水準となった。

そして、受給者比率は、前週比 0.1 ポイント低下の 1.5％となり、1971 年以降で最低となった。 

 

 

0：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「手段は尽きていない、必要となれば追加行動」 

・「国外情勢の米経済への影響は、今年上期に後退」 

・「金融のストレスは緩和、ドル高の影響は低下」 

 

・「金利予想における FOMCと市場の差を懸念」 

・「米経済成長は 2％未満ペース、データが示唆」 

・「6 月 FOMCは予断持たずに討議される」 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6117.25 +5.23 

仏 CAC40 4319.46 -4.77 

独 DAX 9851.86 +23.61 

ストック欧州 600指数 332.86 +1.06 

ユーロファースト 300指数 1306.87 +4.15 

スペイン IBEX35 指数 8689.40 +35.10 

イタリア FTSE MIB 指数 17923.90 -11.77 

南ア アフリカ全株指数 51933.80 +60.30 

出所：SBILM 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、原油上昇を背景に堅調な動きとなったが、欧州経済の先行き警戒感も懸念されており、上値の重い動きとなった。ま

た、米雇用統計の発表を控えて様子見ムードも強まった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17714.71（+63.45）、S&P500 2057.75（+6.63） ナスダック 4738.91（+13.27) 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①トルコのダウトオール首相は、首都アンカラの党本部で会見し、次期党首選には立候補しないと明言し、首相の職と与党・公正発展

党（AKP）の党首を辞任する意向を表明した。AKP は、臨時党大会を開き、次期首相となる後任党首を選出する。ダウトオール氏は党

運営や、議院内閣制から大統領制への移行をめぐり、事実上の同党指導者であるエルドアン大統領と対立していた。 

 

②トルコの信用保証料率が欧州時間に上昇。与党・公正発展党（AKP）でダウトオール首相交代に向けた動きがでていることが影響して

いる。トルコの期間 5 年の CDS（クレジット・デフォルト・スワップ）プレミアムは 267bp と、前日終盤から 8bp 上昇し 4 週間ぶり

の高水準。4月 29日終盤と比べほぼ 30bpワイドな水準となっている。 

 

③ECB（欧州中央銀行）は、ギリシャ中銀が ELA（緊急流動性支援）を通じて同国の銀行に供給できる資金の上限を 3 億ユーロ引き下げ

691 億ユーロ（793億ドル）とした。ギリシャ中銀は、上限引き下げは、預金残高が安定するなどして国内銀行セクターの流動性が改

善していることを反映した措置としている。ギリシャの銀行は 2015 年 2 月以降、ECB のオペによる借り入れができず、ELA に依存し

ている。3 月の ELA利用は-2.6％の 661億 9000 万ユーロだった。 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米週間失業保険申請件数が市場予想以上に増えたことが買い材料となる一方、原油や米国株の上昇で

安全資産としての需要が後退した。ただ、4 月の米雇用統計の発表を控えて、様子見ムードも強まった。  

 

午前の利回りは、30年債が 2.64％（前日 2.63％）、10年債が 1.78％（1.78％）、7年債が 1.55％（1.55％）、5年債が 1.24％（1.23％）、

3 年債が 0.88％（0.89％）、2年債が 0.74％（0.74％）。 
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2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「今年、何回か利上げを実施すべきだ」 

・「世界の経済指標が弱くなっていることを懸念」 

・「今年 2、3回の利上げが妥当のようだ」 

 

 

3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

メキシコ政策金利発表 3.75％（予想 3.75%・前回 3.75%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

3：30  

NY 金は、中心限月が前日比 2.10ドル安の 1 オンス＝1272.30ドルで取引を終了した。 

 

 

4：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「私は現在、かなり中立的だ」 

・「成長と雇用のデータの間にはずれがある」 

 

 

4：15 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「6月会合で英 EU脱退の可能性を考慮せざるを得ない」 

・「6 月 FOMCは予断を許さないライブの会合だ」 

・「雇用市場にさらなる改善を確認したい」 

・「FOMCはインフレ上向く証拠もっと確認する必要」 
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4：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.54 ドル高の 1バレル＝44.32ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1272.30 -2.10 

NY 原油 44.32 +0.54 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米失業保険申請件数が市場予想より多かったことで逃避的に金を買う動きが先行したが、その後はドルが主要通貨に対して

上昇したのにつれて、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、原油生産地帯があるカナダ西部で発生した大規模な山火事の影響で生産が減少するとの懸念が強まり、買いが加速した。

ただ、ドルが主要通貨に対して上昇したことから、ドル建て原油の割高感から売りも出て上げ幅を縮小した。 
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出所：Bloomberg 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17660.71 +9.45 17736.11 17615.82 

S&P500 種 2050.63 -0.49 2060.23 2045.77 

ナスダック 4717.09 -8.55 4744.55 4709.75 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前日までの続落により割安感から買いが先行した。また、原油価格の上昇も好感された。しかし、その後は下落に転じ、

主要株価はマイナス圏まで下落する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤堅調な動きとなり、一時前日比で 84 ドル高まで上昇する動き

となった。その後は下落に転じ、マイナス圏まで下落する動きとなったものの、引け間際でプラス圏に戻して引けた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 107.29  107.51  106.82  

EUR/JPY 122.33  122.55  122.10  

GBP/JPY 155.35  155.77  154.89  

AUD/JPY 80.04  80.38  79.96  

NZD/JPY 73.81  74.12  73.77  

EUR/USD 1.1403  1.1443  1.1387  

AUD/USD 0.7460  0.7511  0.7456  

出所：SBILM 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標が予想以上の悪化となったことからドルが売られ、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。

その後、原油価格の上昇から反発する場面もあったが、株価が下げに転じたこともあり、上値の重い動きとなった。ただ、米雇用統計

を控えて様子見ムードも強まる動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい

ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


